



































































































と脳波および心理的指標の POMS（気分プロフィール検査短縮版 Profile of Mood States以
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メリカで環境保護庁（EPA : United States Environmental Protection Agency）が設
立され，同年イギリスでも環境省（現環境食料省，DEFRA : Department for Environment , 
Food and Rural Affairs）が設立された。翌 1971年には日本で，環境庁（現環境省）
が発足し，同年フランスでも環境省（現地域計画環境省，MRPE : Ministry of Regional 






















続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development : ESD）の10 年」


































































































































































































































































































































ンチッド（α-pinene, d-limonene, 1,8-cineole）が NK細胞の 3種類の抗がん物質
































































































therapy is the engagement of a person in gardening-related activities, facilitated 

















































































































































日] 2003年 11月 3日 
[天候] 晴れ/調査前日晴れ 
[調査者] 田村憲司・深野基嗣  
[堆積様式] 残積成 
[地質母岩] 泥岩 
[気候] 冷温帯落葉広葉樹林気候  
[植生] コナラ,ネザサ 
[断面形態] 
Oie ： +3～0㎝  
A  ： 0～10㎝, 黒褐色 (7.5YR3/2),腐植富む,軽埴土(LiC),礫なし,団粒状構造発達中
度,粘着性弱,可塑性弱,ち密度極疎(2mm),細小根含む,半湿,活性アルミニウム反
応－,層界平坦判然 
AB  ： 10～35 ㎝,暗褐色(7.5YR3/3),腐植含む,重埴土(HC),礫なし,団粒状発達中度亜
角塊状構造発達中度,粘着性弱,可塑性中,ち密度極疎(9mm),細小管状孔隙あり管
状孔隙あり,細小根含む中あり,半湿,活性アルミニウム反応－,層界波状判然 
Bw1 ： 35～60㎝,暗褐色 (7.5YR3/4),腐植あり,重埴土(HC),礫なし,亜角塊状構造発 
達中度,粘着性中,可塑性中,ち密度疎(17mm),細小管状孔隙あり管状孔隙あり,細 
小根あり中含む,半湿,活性アルミニウム反応－,層界波状判然 




















[調査日] 2001年 11月 2日 
[天候] 晴れ/調査前日晴れ 






Oi ：  ＋8～＋2㎝ 
Oe ：  ＋2～0㎝ 
A  ：   0～12㎝,暗褐色(7.5YR3/4),軽埴土(LiC),半風化亜角礫あり,細屑粒亜角塊状構
造発達弱度,粘着性弱,可塑性弱,ち密度極疎(10mm),細小孔隙あり小胞状孔隙あり 
管状孔隙富む,細小根富む中あり,湿,活性アルミニウム反応＋,層界波状判然 
Bw  ：  12～29㎝,褐色(7.5YR4/6),埴壌土(CL),半風化亜角礫あり,細屑粒亜角塊状構造
発達弱度,粘着性弱,可塑性弱,ち密度極疎(8mm),細小孔隙あり小胞状孔隙富む細
管状孔隙含む,細小根富む中根あり,湿,活性アルミニウム反応－,層界波状判然 
















[調査日] 2003年 8月 6日 
[天候] 晴れのち曇り/調査前日晴れ 






Oie ：   ＋１～0㎝ 
A1  ：   0～7㎝,極暗褐色(7.5YR2/3),軽埴土(LiC),礫なし,小団粒状構造発達弱度,粘着
性弱,可塑性中,ち密度極疎(0mm),細小根富む中根含む大根あり,半湿,活性アルミ
ニウム反応+++,層界平坦判然 
A2  ：   7～40㎝,暗褐色(7.5YR3/4),軽埴土(LiC),礫なし,小中団粒亜角塊状構造発達 
弱度,粘着性弱,可塑性中,ち密度極疎(9mm),細小胞孔隙含む,細小根含む中大根あ
り,半湿,活性アルミニウム反応+++,層界波状判然 
AB  ：   40～60㎝,褐色(7.5YR4/6),軽埴土(LiC),礫なし,細小中亜角塊状構造発達弱 
度,粘着性弱,可塑性中,ち密度疎(11mm),細小胞孔隙含む細小管状孔隙含む,細小
根含む中あり,半湿,活性アルミニウム反応++,層界不規則漸変 

















[調査日] 2001年 12月 23日 
[天候] 晴れ/調査前日晴れ 






O  ：   ＋1.5～0㎝ 
A1  ：   0～3㎝,暗褐色(7.5YR3/3),軽埴土(LiC),礫なし,中小団粒状構造発達弱,粘着 
性弱,可塑性中,ち密度極疎(1mm),細根富む中根まれ,半湿,活性アルミニウム反応
＋,層界平坦判然 
A2  ：   3～10 ㎝,暗褐色(7.5YR3/4),軽埴土(LiC),礫なし,中小団粒状構造発達弱,粘着
性弱,可塑性中,ち密度極疎(6mm),細根富む中根まれ,半湿,活性アルミニウム反応
＋,層界波状明瞭 
Bw1 ：   10～40㎝,褐色(10YR4/6),重埴土(HC),礫なし,中団粒状構造発達弱,粘着性中,
可塑性中,ち密度極疎(9mm),細小胞孔隙含む細管状孔隙あり,細根富む中根まれ,
半湿,活性アルミニウム反応++,層界波状判然 
Bw2 ：   40～80+㎝,褐色(10YR4/6),重埴土(HC),礫なし,大亜角状構造発達強,粘着性中,
可塑性強,ち密度中(20mm),細孔隙小胞状孔隙あり小管状孔隙あり,細根まれ中大
根まれ,半湿, 活性アルミニウム反応+++  






















A  ：   0～7 ㎝,暗赤褐色(5YR3/3),埴壌土(CL),細礫あり,団粒状構造発達中,粘着性中,
可塑性中,ち密度極疎(6mm),細小中根まれ大根なし,半湿,活性アルミニウム反応－,
層界波状判然 
BA ：   7～20 ㎝,暗赤褐色(5YR3/3),砂埴壌土(SCL),亜角細礫あり,小亜角塊状構造団     
粒発達弱,粘着性中,可塑性中,ち密度極疎(7mm),細小管状孔隙富む,細小根あり中
大根まれ,半湿,活性アルミニウム反応－,層界平坦判然 
Bt1 ：   20～64 ㎝,暗赤褐色(5YR4/6),砂壌土(SL),亜角礫細礫あり,小亜角塊状構造発
達弱,粘着性中,可塑性中,ち密度極疎(7mm),細小管状孔隙富む,細小中根まれ大根
なし,半湿, 活性アルミニウム反応－,層界平坦判然 
















[調査日] 2007年 8月 10日 
[天候] 晴れ/調査前日晴れ 








A   ：   0～6㎝,黒褐色(10YR3/2),埴壌土(CL),半風化亜角小礫あり,中団粒状構造発 
達中,粘着性弱,可塑性弱,ち密度極疎(4mm),細小根富む中大根あり,乾,活性ア
ルミニウム反応－,層界波状明瞭 
AB  ：  6～18㎝,褐色(10YR4/4),砂壌土(SL),半風化亜角小礫あり,亜角塊状構造発達 
弱,粘着性なし,可塑性なし,ち密度極疎(7mm),細大根あり,半乾,活性アルミニ
ウム反応－,層界不規則判然 
Bw1 ：  18～44㎝,明黄褐色(10YR7/6),砂壌土(SL),半風化亜角小礫あり,亜角塊状構 
造発達弱,粘着性なし,可塑性なし,ち密度極疎(7mm),細大根あり,半乾,活性ア
ルミニウム反応－,層界平坦漸変 






























A  ：    0～8 ㎝,暗褐色(10YR3/4),軽埴土(LiC),半風化～風化泥岩質小～中角礫あり,
細粒状構造発達中,粘着性弱,可塑性弱,ち密度疎(12mm),細小根富む中大根含む,乾,
活性アルミニウム反応－,層界平坦判然 





Bw1 ：  18～40㎝,にぶい褐色(7.5YR5/4),重埴土(HC),半風化～風化礫泥岩質小～大 
角礫あり,亜角塊状構造発達弱,粘着性弱,可塑性弱,ち密度中(24mm),細孔隙含む,
細小根あり中大根まれ,半湿 活性アルミニウム反応－,層界平坦漸変 
Bw2 ：  40～63㎝,にぶい褐色(7.5YR5/4),重埴土(HC),半風化～風化礫泥岩質小～大角 
礫あり,亜角塊状構造発達弱,粘着性弱,可塑性弱,ち密度密(26mm),細孔隙富む,
細小大根まれ,半湿,活性アルミニウム反応－,層界平坦漸変 



























Bw1 ：   12～30 ㎝,黄褐色(10YR5/8),砂壌土(SL),礫なし,小～大亜角塊状構造発達弱,
粘着性弱,可塑性なし,ち密度疎(12mm),細小中大あり,湿,活性アルミニウム反応
－,層界波状漸変 
Bw2 ：   30～60㎝,黄褐色(10YR5/6),砂壌土(SL),礫なし,亜角塊状構造小発達弱,粘着 
性弱,可塑性なし,ち密度極疎(7mm),細小中大根あり,湿,活性アルミニウム反応
－, 層界平坦漸変 
Bw3 ：   60～80 ㎝,明黄褐色(10YR6/8),砂壌土(SL),花崗岩風化巨礫あり,小亜角塊状
構造発達弱,粘着性なし,可塑性なし,ち密度疎(12mm),細根あり,半湿,活性アルミ
ニウム反応－,層界不規則判然 
Bg  ：   80～100＋㎝,明黄褐色(10YR6/6),砂壌土(SL),礫なし,壁状,粘着性弱,可塑性な

























A  ：   0～12㎝,黒褐色(7.5YR2/2),軽埴土(LiC),礫なし,団粒状構造発達中,粘着性弱,
可塑性弱,ち密度極疎(5mm),細小根富む中大根あり,湿,活性アルミニウム反応－,
層界波状判然 
AB  ：   12～24㎝,黒褐色(7.5YR3/2),埴壌土(CL),礫なし,亜角塊状構造発達中,粘着 
性弱,可塑性弱,ち密度極疎(7mm),細小管状孔隙富む小胞状あり,細小根含む中大
根あり,湿,活性アルミニウム反応±,層界平坦漸変 
Bw1 ：   24～45㎝,暗褐色(7.5YR3/4),埴壌土(CL),礫なし,亜角塊状構造発達中,粘着 
性弱,可塑性弱,ち密度疎(11mm),細～大根あり,半湿,活性アルミニウム反応++, 
層界平坦漸変 
Bw2 ：   45～70 ㎝,褐色(7.5YR4/4),砂質埴壌土(CL),花崗岩質半風化角礫含む,亜角塊
状構造発達弱,粘着性弱,可塑性弱,ち密度疎(15mm),細小管状孔隙富む小胞状あ
り,細～大根あり,半湿,活性アルミニウム反応++,層界平坦漸変 



























A  ：   0～8㎝,黒褐色(10YR3/2),壌土(L),未風化角礫あり,団粒状構造発達度,粘着性 
弱,可塑性弱,ち密度極疎(6mm), 細小根あり, 半湿, 活性アルミニウム反応±,層
界波状明瞭 
AB  ：   8～17㎝,暗オリーブ褐色(2.5YR3/3),埴壌土(CL),未風化角礫あり,亜角塊状構
造発達中,粘着性弱,可塑性中,ち密度極疎(8mm),細管状孔隙含む,細小稀にあり,
湿,活性アルミニウム反応±,層界波状明瞭 
Bw1 ：   17～40㎝,オリーブ褐色(2.5YR4/4),軽埴土(LiC),未風化角礫あり,亜角塊状 
構造発達中,粘着性弱,可塑性中,ち密度疎(14mm),細小管状孔隙含む,細小中根ま
れにあり,湿,活性アルミニウム反応＋,層界不規則明瞭 
Bw2 ：   40～64㎝,黄褐色(2.5YR4/4),軽埴土(LiC),未風化亜角礫あり,亜角塊状構造発 
達中,粘着性弱,可塑性中,ち密度(11mm),細管状孔隙あり,細稀小あり中大まれ,湿,
活性アルミニウム反応＋  
A層は 0～8 ㎝と薄く，土色は A層で黒褐色，AB層は暗オリーブ褐色，Bw 層はオ
リーブ褐色，1Bw2 層は黄褐色で，粘着性・可塑性は A 層で共に弱，AB 層から Bw2
層で粘着性弱，可塑性中。土性は A層で壌土，AB層は埴壌土(CL)， 以下の層位で軽







































CECは 28.7～10.0cmolckg-1と表層で高く下層で低かった。全炭素量は 147.3～22.8 

























CECは20.4～7.3 cmolckg-1，全炭素量は55.3～3.1 g kg-1，全窒素量は3.2～0.4gkg-1， 














CECは 7.8～4.1cmolckg-1と全層で 10よりも低く，全炭素量は 19.9～1.9gkg-1，全窒
素量は 1.5～0.3gkg-1，C/N比は 14～5と上層で高く下層で低かった。塩基飽和度は A






増加した。全炭素量は105.0～5.0 g kg-1と最上層で極めて高く，全窒素量は5.0～0.5g 
kg-1と上層で高く下層で低く，C/N比は 21～10であり，0～45cmで 20を超えていた。
























































































































































































図 2-2太白山自然観察の森 植生  図 2-4桐生自然観察の森 植生   図 2-6 牛久自然観察の森 植生  図 2-8 横浜自然観察の森 植生   図 2-10 豊田市自然観察の森 植生 


























 図 2-13 栗東自然観察の森 土壌断面  図 2-15和歌山自然観察の森土壌断面  図 2-17姫路市自然観察の森土壌断面  図 2-19おおの自然観察の森土壌断面  図 2-21油山自然観察の森土壌断面 





     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (Y1) (%)
太白山 A 0-10 4.9 3.8 9.4 960 35.7 0.5 1.2 0.2 0.1 23.3 8 24.1 1.7 14
自然観察 AB 10-35 5.4 3.8 9.3 1690 29.3 3.6 3.4 0.1 0.2 19.0 38 10.2 0.8 13
の森土壌 Bw1 35-60 5.2 3.7 9.6 1320 42.3 2.7 3.4 0.1 0.3 22.2 30 7.2 0.6 11
BW2 60-90 5.5 3.8 9.7 1140 31.1 2.0 2.9 0.1 0.4 18.4 29 5.3 0.5 11
Bw3 90-100+5.4 3.8 9.7 1180 34.0 2.2 2.9 0.1 0.4 18.7 30 5.4 0.5 11
試料名 層位 深さ
交換性陽ｲｵﾝ量交換









     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (Y1) (%)
牛　久 A1 0-7 4.7 4.3 10.6 2200 10.0 7.9 1.9 0.2 0.0 28.7 35 147.3 9.1 16
自然観察 A2 7-40 5.0 4.7 11.5 2140 1.7 0.4 0.2 0.1 0.0 10.6 6 54.2 3.8 14
の森土壌 AB 40-60 5.3 5.0 11.4 2140 0.7 0.1 0.4 0.1 0.0 13.6 4 27.7 2.1 13











     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (Y1) (%)
横　浜 A1 0－3 5.4 4.5 10.2 1740 5.3 2.6 0.7 0.3 0.2 36.0 10 101.4 8.0 13
自然観察 A2 3-10 5.2 4.2 10.5 1440 8.2 3.6 0.9 0.2 0.2 19.9 25 32.4 2.8 11
の森土壌 Bw1 10-40 5.2 4.4 11.0 1910 4.3 2.4 0.7 0.3 0.2 28.1 13 27.2 2.4 11
BW2 40-80+ 5.4 4.9 10.9 1920 1.8 2.0 0.9 0.1 0.2 31.7 10 16.2 1.6 10
C/N
(cmolc kg-1) (g kg-1 )









H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
桐　生 A 0-12 5.2 4.3 10.3 680 6.8 0.8 0.6 0.1 21.2 39.1 65.7 4.3 15.1
自然観察 Bw 12-29 5.2 4.1 10.1 850 1.4 0.6 0.2 0.1 12.1 18.1 16.5 1.5 11.3
の森土壌 BC 29-41 5.5 3.9 9.0 660 5.9 0.8 0.4 0.1 14.5 49.4 6.9 0.9 7.5
     pH
TN
C/N




     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
豊田市 A 0-7 4.5 3.6 8.8 420 1.0 0.5 0.3 0.0 13.1 13.7 17.4 1.4 12.7
自然観察 BA 7-20 4.5 3.7 9.0 380 0.3 0.3 0.1 0.0 12.2 6.1 11.6 1.1 10.2
の森土壌 Bt1 20-64 4.6 3.7 9.1 410 0.1 0.3 0.1 0.0 8.9 6.9 5.3 0.4 13.8
Bt2 64+ 4.6 3.7 9.2 470 0.3 0.4 0.2 0.0 8.9 11.0 3.8 0.3 13.9
TN
C/N






表 2-1仙台市太白山自然観察の森の土壌 一般化学性 
表 2-2桐生自然観察の森の土壌 一般化学性 
 
表 2-3牛久自然観察の森の土壌 一般化学性 
表 2-4横浜自然観察の森の土壌 一般化学性 
 









     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
栗　東 A 0-6 4.1 3.4 7.4 330 0.6 1.0 0.4 0.1 20.4 10.2 55.3 3.2 17.4
自然観察 AB 6-18 4.3 3.7 8.1 470 0.0 0.2 0.1 0.0 12.7 2.6 7.7 0.7 11.0
の森土壌 Bw1 18-44 4.6 3.9 8.6 320 0.0 0.2 0.1 0.1 8.4 4.4 4.5 0.5 8.7
Bw2 44-89 4.5 3.9 8.9 420 0.0 0.3 0.0 0.1 8.8 5.0 3.1 0.4 7.5
BC 89-100+4.5 3.8 8.8 310 0.0 0.3 0.0 0.0 7.3 4.9 3.2 0.4 7.7
TN
C/N




     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
和歌山 A 0-8 4.2 3.3 7.5 170 2.0 0.4 0.2 0.0 14.2 18.7 82.8 4.5 18.5
自然観察 AB 8-18 4.5 3.4 8.2 220 0.0 0.0 0.1 0.0 5.3 2.6 19.1 1.2 15.5
の森土壌 Bw1 18-40 4.6 3.4 8.5 180 0.1 0.0 0.0 0.0 4.1 2.4 6.4 0.7 9.6
BW2 40-63 4.6 3.4 8.8 210 0.0 0.0 0.1 0.0 5.1 2.5 3.7 0.6 6.5
BW3 63-85+ 4.7 3.4 8.9 240 0.0 0.0 0.1 0.0 5.2 2.1 3.5 0.6 6.0
TN
C/N






     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
姫路市 A 0-12 4.8 3.8 8.0 300 1.2 0.5 0.3 0.0 7.8 26.2 19.9 1.5 13.5
自然観察 Bw1 12-30 4.8 3.9 8.6 210 0.0 0.1 0.0 0.0 4.1 4.4 4.5 0.5 8.5
の森土壌 Bw2 30-60 5.1 3.9 8.5 210 0.2 0.3 0.1 0.0 4.7 15.6 2.6 0.3 7.7
Bw3 60-80 5.2 3.9 8.5 200 0.2 0.3 0.1 0.0 4.4 15.5 1.9 0.4 5.3
Bg 80-100+5.2 3.9 8.4 200 0.9 0.9 0.1 0.1 4.6 43.1 1.9 0.4 4.7
TN
C/N




     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
おおの A 0-12 4.3 3.5 7.7 1000 0.2 0.2 0.2 0.0 13.3 4.2 105.0 5.0 20.9
自然観察 AB 12-24 4.7 4.0 9.7 1000 0.0 0.0 0.1 0.0 7.0 2.3 43.6 2.2 19.7
の森土壌 Bw1 24-45 4.6 4.1 10.3 1010 0.0 0.0 0.1 0.0 5.0 2.3 30.2 1.5 19.5
Bw2 45-70 4.7 4.1 10.2 640 0.0 0.0 0.1 0.0 4.3 2.3 16.3 1.1 15.5
Bw3 70-100+4.7 4.0 9.7 400 0.0 0.0 0.1 0.0 5.9 1.4 5.0 0.5 9.7
TN
C/N




     pH リン酸 塩基
H2O KCl NaF 吸収 Ca Mg K Na 飽和度
(cm) 係数 (%)
油　山 A 0-8 4.6 3.9 9.6 850 0.7 0.6 0.2 0.1 13.3 12.1 41.5 2.7 15.3
自然観察 AB 8-17 4.7 4.0 10.0 700 0.0 0.1 0.1 0.1 9.9 3.3 20.4 1.5 13.9
の森土壌 Bw1 17-40 4.8 4.0 10.0 550 0.0 0.1 0.1 0.1 7.5 4.1 7.7 0.7 11.1
Bw2 40-80+ 5.1 4.0 9.9 470 0.1 0.3 0.3 0.1 6.7 11.7 3.5 0.5 7.7
C/N






表 2-6栗東自然観察の森の土壌 一般化学性 
表 2-7和歌山自然観察の森の土壌 一般化学
 
表 2-8姫路市自然観察の森の土壌 一般化学性 
 
表 2-9おおの自然観察の森の土壌 一般化学性 
























調　査　地 土壌大群      土 壌 群       土 壌 亜 群
 太 白 山 自然観察の森 黒ぼく土 非アロフェン黒ぼく土 淡色非アロフェン黒ぼく土
 桐    生 自然観察の森 褐色森林土 黄褐色森林土 典型黄褐色森林土
 牛    久 自然観察の森 黒ぼく土 褐色黒ぼく土 典型褐色黒ぼく土
 横    浜 自然観察の森 黒ぼく土 アロフェン黒ぼく土 淡色アロフェン黒ぼく土
 豊 田 市 自然観察の森 赤黄色土 粘土集積質赤黄色土 帯暗赤色粘土集積質赤黄色土
 栗    東 自然観察の森 赤黄色土 風化変質赤黄色土 典型風化変質赤黄色土
 和 歌 山 自然観察の森 褐色森林土 黄褐色森林土 典型黄褐色森林土
 姫 路 市 自然観察の森 赤黄色土 風化変質赤黄色土 典型風化変質赤黄色土
 お お の 自然観察の森 褐色森林土 普通褐色森林土 典型普通褐色森林土


































































      ①保水能力 ②土壌呼吸 ③吸着能力 

















10. あなたの立場を教えてください。    








































土壌に触れる等の体験 48%，生き物関連 24%，その他 28%であった。その他は，子ど
もにわかりやすい言葉を用いるなどのプログラムの提案とは関連しない回答であっ
た。これからも土壌観察会において土壌に触れる体験を行うことが提案さた。 
アンケート項目10 ：あなたの立場を教えてください。 （ｎ＝21） 
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